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令和５年 教育委員会 ２月定例会 会議録 

 

 

１．日時及び場所   日時  令和５年２月１日（水）午後１時 58分～午後 3時 28分まで 

           場所  佐久穂小・中学校 会議室 

 

２．出席委員 渡邉秀二、山浦みつ子、井出なおみ、小林智一、由井正宏 

欠席委員 なし 

 

３．その他出席者 

  岡部豊一生涯学習課長、佐々木斉こども課長、市川美奈子学校教育係長、津金海斗主事 

 

４．傍聴者 なし 

 

（以下 会議事項概要） 

１．開 会  

渡邉教育長あいさつ 

 新型コロナウイルスに感染した小・中学生は今日現在 17名いる。また、保育園では、イン

フルエンザにより 10名欠席している。感染症対策と健康管理を引き続き行っていきたい。 

佐久穂小中学生の学力が数年前と比較し向上している。 

 

２．教育長報告                                

渡邉教育長が資料に沿って詳細に概要報告を行った。 

→質疑なし。 

 

３．教育委員会関係行事予定（２月分） 

  市川が資料に沿って説明した。 

   →質疑なし。 

 

４．事務局報告                                                              

なし 

 

５．議 事 （教育長が議長） 

 （１）来年度の教育委員会新規事業について 

  佐々木こども課長 

① 子育て支援、保育園、学校教育の主要、重点施策について述べた。                            

岡部生涯学習課長 

② 公園管理、社会教育、図書館、美術館、文化財、社会体育等主要、重点施策について
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述べた。  

   

 〇質疑 

  Q 由井委員：保育園と校務支援で導入予定の ICTシステムについて具体的な内容説明を求

めた。 

  A 佐々木こども課長：保育園は、タブレット、無線ＬＡＮを整備し保育士の情報共有、保

護者の連絡等が可能になる。校務支援は、学校において職員間の情報共有、情報交換が

でき、指導要録などはデータで県へ送付する事が可能になる旨を述べた。 

  Q 山浦委員：新制度移行幼稚園とは、どういうものかと問いた。 

  A 佐々木こども課長：待機児童解消のため国が新たに創設した制度であり、新制度認定を

受けられると施設運営費の助成が受けられる旨回答した。 

  

（２）部活動地域移行について（渡邉教育長） 

  少子化に伴い、現在南佐久郡内の町村で部活動の合同化及び地域移行を進めている。ま

た、佐久穂中の令和 5 年度の部活動の加入状況について説明した。 

 

（３）区域外通学について（津金主事）  

特別支援学級のお子さんが佐久市へ転出したが、引き続き佐久穂中へ通学することにつ

いて、佐久市と協議し専決処分により承認した旨の報告を行った。 

→全員異議なく承認される。 

 

 （４）卒業式・入学式について（佐々木こども課長） 

  卒業式及び入学式の来賓については、各団体の代表の方のみをお呼びする予定である。

委員の皆さんは、コロナ感染拡大を鑑み、2名ずつ出席していただきたい。 

 

 （５）後援名義使用承認について 

    な し 

 

（６）その他 

・佐久穂町文化財指定基準について（岡部課長説明） 

 前回の会議において文化財の指定基準（案）をお示ししたが、別表中「未満」という

表記を「以上・以下」という表記に修正した旨報告した。→全員異議なく承認される。 

・保育園の職員について（佐々木こども課長） 

町立保育園の保育士が不足している。保育士免許をお持ちの方がいらっしゃったら情

報提供をお願いしたい旨を述べた。  

   

６．その他 （学校教育係長市川） 

 （１）委員出席行事等について 
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① 町校長会 2月 13日（月）佐久穂小・中学校  →教育長出席  

② 町教頭会 2月 14日（火）佐久穂小・中学校  →教育長出席 

③ 第 16回「人権フェスティバル in佐久穂」   →出席できる教育委員 

  

（２）その他諸行事・学校行事等 

     2月 2日、3日前期選抜検査 

     3月 16日（中学校卒業式）/3月 15日（小学校卒業式） 

 

（３）定例会等の日程について 

   3月１日（水） 午後 2時～ 

            

 

７．閉 会（教育長） 

  


